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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC 1:50-1:200,IP 1:10-1:20

Calculated MW: 68 kDa; Observed MW: 68 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	コンデンシン2複合体の調節サブユニット。この複合体は染色体に更なる組織化と剛性を与え、有糸分裂染色体構造の確立にも関与していると考えられる（PubMed:14532007）。姉妹染色分体間の二本鎖DNAカテナン（絡み合い）の解消を促進する可能性がある。コンデンシンを介した凝縮は、カテナン化した姉妹染色分体の張力を高め、II型トポイソメラーゼを介した鎖交換を促し、染色分体脱カテナン化を促進すると考えられる。後期におけるクロマチンブリッジの脱カテナン化に必要である。神経発生初期には、ニューロン幹細胞における正確な有糸分裂染色体凝縮を確実に行う上で重要な役割を果たすと考えられ、最終的にはニューロンプールと皮質のサイズに影響を与える。T細胞発達において系統特異的な役割を果たすと考えられる（PubMed:14532007）。
	研究分野
	-
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	NCAPH2 抗体を使用した Hela、Jurkat 溶解物中の NCAPH2 のウェスタン ブロット分析。

